実習課題44

～案内図を作ろう～

年
組
番
氏名




目標：（この課題でできるようにしたい情報機器の操作目標を書きなさい。）
	学校や自宅、その周辺の案内図を、Ｗｅｂページで作成する。クリックすると、説明文・写真・動画・音声が出るように作ってみよう。

どんな人をターゲットにして地図を作るのか、著作権に反したものになっていないかをよく考え、最新の情報が発信できるよう適切かつ迅速な情報収集を行う工夫をすること。


はじめに
インターネットを使うと様々な情報を手にいれることができる。行きたい場所や店の情報を得ることもその利用方法の一つである。雑誌は手軽に持ち歩けるといった便利さがあるが、インターネットで得られる地図情報はどんな点が便利なのか、あげてみなさい。

※例
クリッカブルマップとは何か調べてみなさい。

実習方法
1. どのようなものを作成するのかグループで相談し、計画を立てる。

	班で決めたテーマ：
誰を案内するか：
どこへ案内するか：
用意する画像や音声：


2. グループの中で、各人の役割分担を決め、配布されたプリントに記入する。

※
配布プリント
report.doc
3. 計画と役割分担に沿って、それぞれの場所・場面に挿入する写真・動画・音声等を用意する。

· 特に、人物の写真を使用するときなどは、必ず本人の了解を得ること。個人のプライバシー、肖像権、著作権などは、この教科の重要なテーマである。

4. 個人で各部分の作成を行い、終わったら、一つにまとめる。

5. 作品を表示し、修正すべき箇所を確認する。

6. 修正案に従い、個人の作業をやり直す。

7. この工程を何度か繰り返し、よいものが出来るように指定期限ギリギリまで努力する。学校全体の図。（写真などでもO.K.）

8. 各グループの作品をプレゼンテーションし、互いに評価する。
提出物
作成したＷｅｂページ、計画表と報告書
報告書
～各自、次の項目について報告書を作成すること～
1. 印刷することを考えて案内図を作成する場合と、Ｗｅｂで作成する場合でのそれぞれの利点と特徴をあげなさい。
	


2. 「誰を案内するか」「どこへ案内するか」を決めたことで、案内図を作成するときに工夫をしたことをまとめなさい。
	


3. そのほかに、案内図を作成するときに工夫をしたことをまとめなさい。
	


確認テスト
問題

Ｗｅｂで案内図を作成する時に使う手法の一つに、クリッカブルマップというものがある。クリッカブルマップを作成するにはＣＧＩを利用する方法と、クライアントサイドクリッカブルマップと呼ばれるＨＴＭＬの記述だけで作成できるものとがある。

ＨＴＭＬでの定義のしかたは、まずIMG src="画像URL"でマップ用画像を、usemap="#マップ名"で、マップ名の定義をする。次にエリアを指定するが、<MAP NAME="指定したマップ名">でどのマップを使うか宣言をし、エリアの指定は、SHAPEで形状・COORDSで座標値・そしてHREFでリンク先のURLを指定する。形状によって座標値の指定方法が異なる。実際の使用例を次にあげたが、ホームページ作成ソフトによっては、このようなタグを意識しなくてもクリッカブルマップを簡単に設定できるものもある。

	例

<IMG src="asd.jpg" usemap=#お食事どころ >

<map name="お食事どころ">

 <area shape="RECT" coords="65,200,100,230"  href="fallop.htm">

 <area shape="RECT" coords="1,338,36,368"  href="nagie.htm">
………

………

………

………

</map>


(1) クリッカブルマップとはどのような手法なのか簡単に説明しなさい。

〔表示された地図の一部分に指定したURLにジャンプするリンクを張ることができる。〕

(2) クリッカブルマップをリンクツールとして使う場合の注意事項をあげなさい。

〔単なる一枚の画像だと思われないように、図にリンクが張ってあることを記述する。〕

(3) 例について本文を参考にして答えなさい。

1) <IMG src="asd.jpg" usemap=#お食事どころ>が示す内容について答えなさい。

〔asd.jpgという名の画像ファイルを開き、これに"お食事どころ"というmap名を付けている。〕

2) <map name="お食事どころ">が示す意味を答えなさい。

〔"お食事どころ"という名で定義されたマップにエリアを定義する。〕
3) <area shape="RECT" coords="65,200,100,230"  href="fallop.htm">
〔座標(65,200),(100,230)を対角線にもつ四角形の部分に、ファイルfallop.htmをリンクさせる。〕

問題

Ｗｅｂページについて以下のことについて、自分の考えを述べなさい。

(1) Ｗｅｂで案内図を作成する利点をあげなさい（箇条書きにすること）。

· 情報を追加できる

· 音声の再生ができる

· 動きのある画像の再生ができる
(2) Ｗｅｂページを作成する上でデザイン以外に気をつけないといけないことをあげなさい（箇条書きにすること）。

· トップページは短時間で表示できるようにする。

· 複数のＯＳ、ブラウザでテストを行う。

· Ａ４で印刷した時に読みやすい構成にする。

自己評価シート
あてはまるものにチェックを入れなさい（自分が何について理解し、できるようになったかを振り返るものです。正直に答えること）。
	クリッカブルマップとは何か調べた。
	

	グループで相談をし、案内図作りの目的と対象者をはっきりさせることができた。
	

	グループで相談をして、各役割を決めることができた。
	

	Ｗｅｂで案内図を作るための工夫について意見を５つ以上あげることができた。
	

	作品を表示し、修正すべき箇所について提案することができた。
	

	見やすい案内図を作るための工夫をした。
	

	案内図の作成に関して、プライバシーに配慮できた。
	

	案内図の作成に関して、肖像権に配慮できた。
	

	案内図の作成に関して、著作権に配慮できた。
	

	案内図作成にあたり、スキャナを利用した。
	

	案内図作成にあたり、ディジタルカメラを利用した。
	

	案内図作成にあたり、地図作成ソフトを利用した。
	

	案内図作成にあたり、画像処理ソフトを利用した。
	

	案内図作成にあたり、実際に現地調査をした。
	

	案内図作成にあたり、取材やインタビューをした。
	


相互評価シート
自分が気に入った作品を５つあげ、その理由も述べなさい。
	作品番号
	 eq \o\ad(理由,　　　　　　)

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


各班の発表を聞いて、気づいたことを書きなさい。

生徒番号（
）氏名（


）所属グループ名（

）

	テーマ
	

	グループメンバー
	
	

	
	
	

	
	
	

	自分の役割分担
	

	自己評価と反省
	

	グループのメンバーに対する評価
	メンバー名
	評価

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	他のグループに対する評価
	グループ名
	評価

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


評価
	評価の観点
	評価規準
	評価の方法
	得点

	関心･意欲･態度
	地図作成ソフトや画像処理ソフトなどの情報機器を積極的に利用しようとしている。
	自己評価から
	

	
	地図作成のために必要な情報を実際に現地調査を行い、積極的に収集している。
	自己評価から
	

	思考･判断
	情報発信に伴う責任について理解し、他者の権利を尊重した情報発信を行うことができる。
	報告書から
	

	
	Ｗｅｂが持つ特性を理解し、画像や音声をリンクさせたり、クリッカブルマップを作成するなどの資格に訴えるための工夫ができた。
	制作物から
	

	技能･表現
	地図作成ソフトや画像処理ソフトなどの情報機器を地図表現に効果的に活用できる。
	製作物から
	

	
	プライバシーや知的所有権など、他人の権利を尊重した情報発信が行うことができる。
	製作物から
	

	知識･理解
	地図作成ソフトや画像処理ソフトなどの情報機器の取り扱い方を理解できる。
	製作物から
	

	
	紙を使った地図つくりと、Ｗｅｂを使った地図つくりを比較し、互いの利点をあげることができる。
	はじめにから
	


